
平成 29 年度   

科目名： 金融論 

担当教員名： 西山慎一 
 
授業のテーマと到達目標 

①授業のテーマ(日本語) 
金融論（Money, Banking and Finance）とは、資金余剰主体から資金不足主体への資金の融資行動、仲介行

動、ならびにそれらに係る証券・債券の取引価格や利子率を主な研究対象とし、科学的に分析する学問領域であ

る。本講義では金融論の基礎となるトピックを満遍なく取り扱い、金融論の体系を鳥瞰的に把握するとともに、

学部 3・4 年次の「ファイナンス」、「企業金融論」、「国際金融論」、「金融経済論」などのより専門的な金融論科

目へのイントロダクションを行う。 
 

②授業の到達目標(日本語) 
金融論を各経済主体の観点から理解することを目標とする。 
○ 投資家ならびにファンドマネージャーの観点から金融を理解する。 
○ 企業の財務担当者（CFO）ならびに銀行の貸出担当者の観点から金融を理解する。 
○ 金融監督当局者ならびにセントラルバンカーの観点から金融を理解する。 

 
③Theme（英語） 
The theme of this course is about money, banking and finance.  In this course, you will study and 

understand the behavior of financial intermediaries, the functions of financial markets, and how the prices 
of securities and interest rates are determined in the market.  Also, you will learn the goal and function of 
a central bank and learn the essence of monetary policy.  This course is an introductory course 
(prerequisite course) for more advanced courses such as Finance, Corporate Finance, International Finance, 
and Monetary Economics.   
 

④Objectives(英語) 
The objectives of this course are as follows: 
-- You will understand the objectives and behaviors of investors and fund managers. 
-- You will understand the objectives and behaviors of corporate CFO’s and commercial bankers. 
-- You will understand the objectives and behaviors of central bankers and monetary authorities. 

 
⑤授業の概要と計画 

講義で取り扱うトピックは下記を予定している。 
１．金融取引と金融制度 
２．銀行の機能（間接金融の仕組み） 
３．金融市場と証券（直接金融の仕組み） 
４．国際金融と為替レート 
５．金融政策 

 

成績評価方法と基準 
⑥成績評価方法 
講義中の質疑応答と期末試験によって成績評価を行う 

 
⑦成績評価基準 
質疑応答（10％）、期末試験（90％） 

 
履修上の注意等 
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⑧履修上の注意（関連科目情報） 
事前にミクロ経済学、マクロ経済学、財務会計を勉強しておくことが望ましい。また 3・4 年次に「ファイナ

ンス」、「企業金融論」、「国際金融論」、「金融経済学」を履修する際には、本講義の履修が前提となっているので

留意すること。 
 

⑨事前・事後学修 
講義の進度はかなり早いことから、内容の理解を定着させるために教科書の当該部分を自主的な復習すること

が重要。 
 
オフィスアワー・連絡先 
⑩オフィスアワー・連絡先 
初回講義時に指定 

 
学生へのメッセージ 
 ⑪ 
 金融機関・証券会社や中央銀行・金融庁の業務に興味があり、将来的に金融業界への就職を考えている人は、

ぜひ履修して欲しい。本科目では理論偏重とならないよう、実践的な側面も織り交ぜつつ講義を進めていく予定

である。 

 

今年度の工夫 
 ⑫ 

今年度初開講 
 

教科書 
 ⑬ 
藤木裕著、『入門テキスト 金融の基礎』、東洋経済新報社、2016 年． 
 
参考書・参考資料等 
 ⑭ 

なし 
 

授業における使用言語（Classroom Language）※英語版も要記入。 
 ⑮ 
（日本語） 
 
キーワード 

 ⑯ 
金融機関、金融市場、金融政策 

 
参考ＵＲＬ 

 ⑰ 
初回講義時に指定。 


